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今回の学習範囲

1. 古墳の出現とヤマト政権

2. 前期・中期の古墳

3. 東アジア諸国との交渉



3世紀中頃から後半になると、画一的な特徴をもつ大規模な
(ア前方後円墳）をはじめとする古墳が(イ西日本)を中心に
出現した。

古墳とヤマト政権1▶1 古墳の出現とヤマト政権

1 古墳の出現

箸墓古墳

奈良県桜井市の纒向遺
跡には、弥生時代終末
期の石塚・矢塚・勝山
などの前方後円形の墳
丘墓があり、…ホケノ
山の西約200ｍに位置
する箸墓古墳(全長約
280ｍ)は、最古・最
大の定型化された前方
後円墳である。この遺
跡では前方後円墳出現
までの推移をたどるこ
とができる。

卑弥呼の墓？
壱与の墓？
それとも…





今回の学習範囲



出現期の巨大古墳が集中する大和地方(奈良県)を中心に、ヤ
マト政権と呼ばれる政治連合が成立した。資料集ｐ38

古墳とヤマト政権1▶1 古墳の出現とヤマト政権

2 ヤマト政権の成立



古墳は4世紀の中頃までに東北地方中部にまで波及し、東日本にも
ヤマト政権の勢力が広がったことがわかる。

古墳とヤマト政権1▶1 古墳の出現とヤマト政権

3 古墳とヤマト政権の拡大

前期のおもな古墳の分布

Point．画一的な前方後円墳＝ヤマトグループの一員または
同盟関係を結んだ豪族と考えられる。
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古墳の墳丘上には(ウ埴輪)が並べられ、斜面には(エ葺石)がふかれ、
墳丘のまわりには、濠をめぐらしたものも少なくない。

古墳とヤマト政権1▶2 前期・中期の古墳

1 古墳の外部の様子



初期は木棺や石棺を(オ竪穴式）石室におさめたものや粘土槨
などが営まれたが、九州北部では中期の初め頃に(カ横穴式)
石室が出現し、後期には一般化した。

古墳とヤマト政権1▶2 前期・中期の古墳

2 埋葬施設の様子







土師町

土師ノ里

古墳造営の専門家「土師」は、古代の理系頭脳集団だ！



大型前方後円墳は、(キ大仙陵古墳)(仁徳天皇陵)や

(ク誉田御廟山古墳)(応神天皇陵)などの大王の墓だけでなく、
地方の豪族のものもみられる。

古墳とヤマト政権1▶2 前期・中期の古墳

3 中期の大型前方後円墳とヤマト政権

Ｑ．大仙陵古墳、
誉田御廟山古墳が
最も大きく、それ
に次ぐ大きさの古
墳は、造山(吉備）、
太田天神山(下野）、
男狭穂塚(日向）。
大きさの差は何を
意味するのか？

古墳時代中期の
おもな大型前方後円墳



【副葬品】
前期 鉄製の武器・農工具

銅鏡(三角縁神獣鏡など)
腕輪型石製品

中期 鉄製の武器・武具・馬具

【被葬者】
前期 司祭者(呪術者）的性格

中期 武人的性格

Point．前期古墳と中期古墳では、副葬品が大きく変わる！

呪術
道具



中国では晋の三国統一後、4世紀初めに北方の五胡の侵入を受
け、南北朝の分裂時代を迎えた。朝鮮半島では国家形成の動き
がみられた。

古墳とヤマト政権1▶3 東アジア諸国との交渉

1 東アジア情勢の変化

【朝鮮半島北部】

高句麗：中国東北部におこり

南下➜ 313年に楽浪郡を滅ぼす。

【朝鮮半島南部】

馬韓地方
辰韓 〃
弁韓 〃

百済統一(4世紀) 

新羅統一(4世紀) 

加耶(加羅)諸国
※伽耶は統一国家がで
きず、都市連合のまま。
『日本書紀』では

「任那」と呼んだ。

5世紀の東アジア

北方非漢民族(遊牧・狩猟民）



朝鮮半島南部の鉄資源を確保するため、(ケ加耶)との密接な
関係をもっていた倭国は、4世紀末から(コ高句麗)と交戦した。

古墳とヤマト政権1▶3 東アジア諸国との交渉

2 朝鮮半島と倭国(ヤマト政権) ※「謎の4世紀」資料ｐ42

好太王碑

好
太
王
碑
文

百
残
・新
羅
は
旧
是
れ
属
民
な
り
。
由
来
朝

貢
す
。

而
る
に
倭
、
辛
卯
の
年(

注)

よ
り
こ
の
か
た
、

海
を
渡
り
て
百
残
を
破
り
新
羅
を
□
□
し
、

以
て
臣
民
と
為
す
。
六
年
丙
申
を
以
て
、
王

躬
ら
水
軍
を
率
ゐ
、
残
国
を
討
科
す
。

…
…

十
四
年
甲
辰
、
而
る
に
倭
、
不
軌
に
し

て
帯
方
の
界
に
侵
入
す
。…

…
倭
寇
潰
敗

す
。

(

注)

辛
卯
の
年…

三
九
一
年

（
父
王

好
太
王
の
業
績
を
記
す
）

百
済
と
新
羅
は
高
句
麗
の
属
国
だ
っ

た
の
に
、
倭
が
攻
め
て
き
て
2

国
を

奪
っ
た
。
そ
こ
で
好
太
王
は
水
軍
を
率

い
て
、
侵
入
し
て
き
た
倭
を…

…
…

。



謎の4世紀を解明する文字は、3つしかない！



朝鮮南部をめぐり、5世紀初めから約1世紀近く、讃・珍・
済・興・武の倭の五王があいついで中国の南朝に朝貢した。

古墳とヤマト政権1▶3 東アジア諸国との交渉

3 中国南朝と倭の五王
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まとめと振り返り

1. 古墳の出現とヤマト政権

3世紀中頃から後半にかけて、画一的な前方後円墳の出現とともにヤマト
政権が大和地方を中心に成立した。ヤマト政権は、4世紀中頃までに東日
本の広大な地域を組み込んだ。

2.  前期・中期の古墳

古墳の墳丘上には埴輪が並べられ、埋葬施設や副葬品、被葬者、墳丘の規
模などに特徴がみられる。中期の近畿中央部以外の大型前方後円墳は、ヤ
マト政権において、地域の豪族が重要な位置を占めていることを表してい
る。

3.  東アジア諸国との交渉

緊迫化する東アジア情勢の中、倭国(ヤマト政権)は、朝鮮半島南部の鉄資
源をめぐって高句麗と戦い、さらに外交・軍事上の立場を有利にするため、
倭の五王が中国の南朝に朝貢した。



教科書ｐ23-ｐ27、資料集ｐ38-ｐ41

１．古墳時代の前期・中期・後期の特徴を比較しなさい。

※場所・大きさ・形・広がり・副葬品の5つの特徴をまとめ、前期・中期で比較できるようにまとめる。

①前期

②中期

③後期 (№6プリントを学習したあとで記入）

２．世界遺産の百舌鳥・古市古墳群について、200字程度の紹介文を作りなさい。

（各自でやっておく）

３．｢宋書倭国伝」と、日本に残る2つの鉄剣銘文(資ｐ44）から推定できる5世
紀の「倭の五王」の動きを説明せよ。

【解法】以下のア～ウの3つの文を作成する。

ア.「宋書倭国伝」では、倭王（誰）が(誰）に（どのような要請）を行ったか。

イ.2つの鉄剣銘文には、(誰）大王の名前が共通して刻まれているか。

ウ.アとイの事実から、倭王(誰）は(誰)大王、つまり(誰)天皇であると考えられ、

5世紀には、ヤマト王権の支配権が（どこ）から（どこ）まで及んでいたことが推定され
るか。


